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教職実践演習の授業展開に関する研究
五十嵐　敦　子１・土　橋　久美子１
はじめに
　「教職実践演習」が、教員免許状取得のための必修科目として新設され、
平成22（2010）年度入学生から適用されることとなった。したがって、筆
者の勤務校である大学においても、平成25年（2013）度から4年生対象の
後期科目として開講された。児童教育専攻幼保コースにおいては3クラス
が開講された。筆者が2クラスを担当することになり、この新設科目がス
タートした。開講2年目となる平成26年度に限り、諸事情により3クラス
すべてを筆者が担当することになった。そのため、授業内容が実践的な領
域については、幼稚園教諭としての教職経験のある教員に協力を要請し、
TT体制で授業を行うことがコース内で了承された。
　本論文の目的は、新設科目である「教職実践演習」の2年間の担当者と
して、授業の在り方について、学生の満足度等から振り返りをすることで
ある。
　本稿の構成は、以下の通りである。第1章では、「教職実践演習」科目
の目的と今年度実施したシラバスについて述べる。第2章では、小山地区
（野木町、下野市含む）の私立幼稚園15園にご協力を頂き実施した各園に
おける保育観察、特に環境図を取り入れた観察記録とその成果及び課題に
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ついて述べる。第3章では、授業内容に関するアンケートを受講学生対象
に実施したが、その結果について述べる。第4章では、2回の授業におい
て、教職経験のある教員が実施した保護者対応のためのロールプレイの内
容について述べる。最後に、授業についての今後の課題を整理して述べる。
また、本稿は共著論文であるが、第1章と第3章は、五十嵐が主に担当し
た。第2章と第4章は土橋が主に担当し、「おわりに」は共同で執筆した。
第1章	教職実践演習の目的と授業のシラバス
1．教職実践演習の目的
　科目の趣旨・ねらいは、文部科学省のホームページにおいて、以下のよ
うに示されている。（1）
　教職課程の他の授業科目の履修や教職課程外での様々な活動を通じて、
学生が身に付けた資質能力が、教員として最小限必要な資質能力として有
機的に統合され、形成されたかについて、課程認定大学が自らの養成する
教員像や到達目標等に照らして最終的に確認する（筆者下線）ものであり、
いわば全学年を通じた「学びの軌跡の集大成」（筆者下線）として位置付け
られるものである。学生はこの科目の履修を通じて、将来、教員になる上
で、自己にとって何が課題であるのかを自覚し（筆者下線）、必要に応じて
不足している知識や技術等を補い、その定着を図ることにより、教職生活
をより円滑にスタートできるようになる（筆者下線）ことが期待される。
　上述のような科目の趣旨を考慮して、授業内容については、以下の四つ
の事項を含めることが必要であると示唆されている。
1．使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項
2．社会性や対人関係能力に関する事項
3．幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項
4．教科・保育内容等の指導力に関する事項
　さらに、各事項について、以下の到達目標が具体的に述べられている。
（以下、筆者要約）
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事項1については、常に子どもから学び、共に成長しようとする姿勢が身
に付いている。また、高い倫理観と規範意識を持ち、子どもの成長や安全、
健康管理に常に配慮できることが期待されている。
事項2については、組織の一員としての自覚を持ち、他の教職員と協力で
きる。また、社会人としての基本が身に付いていて、保護者や地域の関係
者と良好な人間関係を築くことができることが期待されている。
事項3については、子どもに対して公平かつ受容的な態度で接することが
できる。子どもと信頼関係を築き規律ある学級経営を行うことができるこ
とが期待されている。
事項4については、自ら主体的に教材研究を行うとともに、それを活かし
た学習指導案を作成することができることが期待されている。
　また、授業方法等についても、理論と実践の有機的な統合が図れるよう
に積極的に開発・工夫することが求められているが、想定される授業形式
についても、言及している。
　今日的な教育課題に関しての役割演技（ロールプレーイング）、学校や教
育委員会との連携・協力による事例研究や現地調査（フィールドワーク）、
学生同士でのグループ討議や意見交換、現職教員との意見交換等、さらに
模擬授業が想定されている。
2．「教職実践演習」（幼保コース）の授業計画
回数 授業内容
1 オリエンテーション、保育観察園の学生名簿発表、訪問時の諸注意
2 観察方法及び観察記録について
3 学外保育観察①
4 同上②
５ 同上③
６ 同上④
７ 観察成果発表会
８ 幼保連携型認定こども園教育・保育要領のキーワードについて
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９ 危機管理について（リスクマップ作成）
10 保護者対応について（ロールプレイの準備）
11 ロールプレイの実践（グループ発表）
12 外部講師（一般教員）による講演（小学校コースとの合同）
13 外部講師（管理職）による講演（小学校コースとの合同）
14 外部講師「たまご先生」による講話と実践（身体表現）
15 履修カルテ記入、まとめ
第2章　保育観察における記録の取り方
　　　　―遊びの環境・遊びマップ―
1．保育実践につながる記録とは
　本学の教職実践演習の位置づけは、次の3点である。1．教員（保育者）
になる上で、自己にとって何が課題であるかを自覚する、2．不足してい
る知識や技能を補う、3．補った知識と技能の定着を図ることにより、教
職生活をより円滑にスタートする、というように、保育者としての資質向
上が掲げられている。幼稚園教育の基本は幼児一人一人の発達の特性に応
じることであり、そのためには教員（保育者）は、幼児一人一人の内面を
理解し、信頼関係を築きつつ、集団生活の中で発達に必要な体験を幼児が
自ら経験として積み重ねていくことができるような環境を構成し、活動の
場面に応じた適切な指導を行うことが必要とされる。また、指導の過程に
おける記録については、特に幼稚園教育では幼児の発達の理解と教員の指
導の改善の両面から重要な役割を担っている。（2）保育の記録が次の保育構
想につながっているといえるだろう。
　保育の記録は保育現場で多く書かれているものであり、本学の学生も保
育現場に就職すれば保育を記録として残すという作業をすることになるで
あろう。本学での幼稚園実習、保育所実習での記録は、主に一日の保育の流
れを箇条書きで書いたり、かかわった幼児との出来事を文章化して書いた
りという書き方が多い。実際に実習日誌を見てみても、毎日の保育の流れ
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が時系列に書き連ねられていたり、子どもとの出来事を一つだけエピソー
ドとして挙げたりしている記録が多く、それが次の日の実習などに十分に
活かされているのかというと疑問である。学生自身も日誌の項目を埋める
ことに必死で、次の保育実践につながるということを常に意識している学
生は少ないのではないだろうか。
　そこで4年生が受ける教職実践演習では、すべての実習が終了した4年
生の後期だからこそ、保育を観る力を伸ばすことを重要なこととして捉え、
次の保育実践を支える情報を得るための観察の必要性を強調して伝えなが
ら、10月～11月という時期に一日保育観察を行った。
　今回の保育観察では、環境にかかわる子どもたちの遊びの様子を視覚的
にとらえ、子どもや保育者が環境にどのようにかかわっているかを「遊びの
環境・遊びマップ」として記録する。環境を俯瞰的に捉えることで、実習
の時には見えなかった部分に気づき、保育者としての動きや援助の在り方
を見出していくことを目的とした。子どもや保育者がどのように環境にか
かわっているのか、実際の保育現場での保育者の視点を意識することもね
らいの一つである。「保育マップ型記録」を開発した河邉も、マップとして
記録することで、幼児の生活する姿と、そこから導きだされる明日の保育
の構想とを一枚の紙の中に表記することにより、保育の「過去」から「未
来」への方向が可視化できる、極めて戦略的な記録方法として、保育マッ
プ型記録の有用性を挙げている。（3）今回の保育観察では、「遊びの環境・遊
びマップ」として項目を挙げ、保育の場面を図式化することを用い記録す
ることとした。
2．フィールドでの立場と記録の仕方
　今回、観察するフィールドでの立場を消極的な参与とした。消極的な参
与とは、フィールドで観察者以外の役割を担わずに観察することであるが、
観察実施園には、文書にて学生のフィールドでの立場をお願いした。ただ
し、観察中危険と感じる場面などがあった場合は、臨機応変に動くよう学
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生に前もって指導し、現場でも何かあった場合は現場の保育者に声をかけ
てもらうことも文書にてお伝えした。
　記入用紙は、A3版1枚の左に時間・一日の活動の流れ・遊びの環境、遊
びマップを記入し、（図1）右には遊びマップからある場面を抜き出し、エピ
ソード記録として書き起こし、最後にこの保育観察について学んだことを
書くことにした。（図2）
（図１－１）
時間 活動の流れ 遊びの環境・遊びマップ
※時間を記入
する
ex.）
　9：00
※活動内容を記入する
ex.）
○登園する
○所持品の始末をする
○好きな遊びをする
　・製作
　・宇宙船ごっこ
※図に書く環境を決め、遊びマップを作成する。
　クラス・場所を記入すること。
　それぞれの場所で、どのような遊びが展開してい
　るのか、客観的に記述し、考察を入れる。
ex.）図 1 － 2 の例を参考
（図１－２） 
※記入してある記録は、例として挙げたものである。
遊びの環境・遊びマップ（例）
Ａ子が一人で絵本
を読んでいたが
―略―
２人の遊びが安定
してきたようだ。
Ａ子
ピアノ
B子
??
????
????
??????
製作コーナー
病院ごっこ
C子、J子
K男
宇宙船ごっこ
O男、F男
J男
作ったものを持って、
行ったり来たりする
ことで　―略―
Ｋ男が患者役にな
り病院に来る。
Ｃ子が医者役にな
り、Ｊ子に薬を持っ
てくるように話して
いる。
―略―
※記録・考察へ
昨日作ったステッキ
を道具箱から取り出
し、宇宙船ごっこが
始まった。　̶略̶
菓子箱をつなげてトランシーバーを作っている。̶ 略̶
同じものを作ることで宇宙船ごっこに参加しやすくなってい
る姿が見られる。
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（図２）
観察の観点 何について観察したのか視点を決める。観察記録の「タイトル」
具体的な観察の観点をあげること。
ex.）製作コーナーでの保育者の関わりについて→どのような場面のか
　　かわり？
　　子ども同士のトラブルの場面について→どのようなトラブル？
記　録
客観的に見たままを書くように。自分の思い込みで書かない。
ex.）一人でつまらなそうにしている　→本当につまらないのかな？
　　自我が強そうで、わがままみたい　→どのような姿から？
子ども同士の会話、保育者との会話など、子どもが友だち、先生とかかわっている場面を書
くこと。
考　察
子どもの姿を観て、感じたこと、考えたこと、推測したことなどを書く。そして、今後のア
プローチを考え書いてみる。
※記入してあるものは、学生に説明した内容と例として挙げたものである。
3．保育観察における実際の記録
　学生は1園2名～10名に分かれ、15園の幼稚園で一日保育観察を行った。
そして観察したものを記録として起こし、記入用紙にまとめる。消極的参
与での観察を望んだが、幼稚園側から子どもとかかわりながらの観察をお
願いされたところは子どもとかかわりながらの観察となった。ここでは、
記録をまとめた中での学生が学んだことを事例に挙げ、保育観察において
学生がどのように学んだのか考察する。
　〈事例1〉
　子どもたちが遊んでいる所や、給食の場面での保育者の援助を観察
して様々な発見があった。今まで私は実習などで子どもたちと一緒に
遊んだり関わってきたが、子ども全員のことをよく観察することが出
来ていなかったのだと思った。おままごとをしているように見えても
中には違う遊びをしている子どももいることや、他のコーナーと遊び
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がつながっている事に気付いた。保育者は遊びが広がるような言葉掛
けや材料の準備が必要なのだと学んだ。（筆者下線）
　〈事例2〉
　保育観察を通して、実習では気付くことができなかった細かい子ど
もの様子や保育者の援助の仕方について学ぶことができた。また、注
意深く観察することで、子どもの行動にある背景や保育者の援助の意
図についても様々な視点から捉えることができた。今回は保育観察と
いう立場で取り組んだが、保育者となった際には、日頃の保育の中で、
常に観察と考察を行うことが求められると感じた。自分が実際に保育
者となってからも、子ども理解に努め、保育を行いたい。（筆者下線）
　事例1・2とも、実習中には見えていなかった子どもの動きや保育者の
子どもへのかかわりに、保育観察を通して気が付いた学生の記述である。
実習中は、自分の動きだけに精一杯で、よく子どもを見ていなかったこと
に気付き、保育者に求められる要素とは何かということを改めて考えてい
る姿がある。大方は、保育・教育実践演習の著書の中で次のように述べて
いる。「保育職・教育職は、各養成校における基本的な教科および教職に関
する科目の学習が大切である。しかしながら、子どもとの実践力を磨かな
ければ紙の上の理論で終わってしまう。自分自身が現場に出向き、実践演
習をとおして「教育力・支援力」を高めることが大切である。その中心は、
子どもを洞察する（内面を感じる）「観察力」である。観察は、記録し、根
拠（エビデンス）ある保育・教育という質を目指すことにある」（4）子ども
を洞察する観察力を身につけるには、様々な保育現場で子どもとかかわり、
感じることが求められる。この保育観察で、1ヶ月間の幼稚園実習だけで
自らの観察力が身についたと言えないことを学生自身が認識し、観察する
ことの意味を感じ取ったのである。
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　〈事例3〉
　これまでの実習では、どうしたら子どもと積極的にかかわるかをま
ず考えていた。しかし、今回は子どもの様子を客観的に観察し、記録す
ることが中心であったので、落ち着いて保育観察を行うことができた。
客観的に見ていると、保育者が一日の流れを十分に把握したうえで保
育を行っていることや、保育室全体、また子どもたち全体を見ながら
作業をしていることがよく分かった。私は一人の子どもにかかわって
いると、他の子どもが見えていなかったり、作業をしていると保育室
全体をみることができなくなってしまったりすることが多かった。今
回の実習で学んだことを今後はいかしていけるようにしたい。（筆者下
線）
　〈事例4〉
　今回の保育観察を通して、子どもの様子を客観的に見ることで、今ま
では自分が見えていたことだけで子どもの気持ちを考え、行動したり
援助に当たってしまっていたが、自分の思い込みで決めつけてしまっ
ていたのではないかと考え直すきっかけになったと感じる。（筆者下
線）
　事例3・4に見られる「客観的に見て」という感想は多くの学生に見ら
れた記述である。実習中は子どもとかかわることに必死になり、目の前の
子どもの姿しか見えていない場合が多い。しかし保育というものは、ワイ
ドに見渡し、保育にかかわるすべての人、モノとが相互に関係し合ってい
る。客観的という学生の表現には、冷静に子どもの姿を観て、相互関係を
把握することができたという思いが感じられる。しかし、実習中の学生の
記録は様々で、子どもの行動をただ羅列しただけのものも多く、子どもの
姿から観察者自身がどのように感じたのか、どのように考察したのかを書
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くことは難しいのが実状である。学生には、保育を観るということはどう
いうことか、観察記録が子どもの姿の読み取りにつながり、保育者として
の資質を高めていくことにもつながることを授業で分かりやすく伝えてい
く必要性があると強く感じる。
4．保育観察の記録を用いての授業展開の在り方
　全員の学生が保育観察を終え、自らの保育記録を持ち寄って、保育観察
の報告会を行った。保育観察した幼稚園ごとに集まり、それぞれがどの場
面をエピソード記録としたのか、どのように「遊びの環境・遊びマップ」
を書いたか、記録用紙を見せ合って報告した。同じ園での保育観察であっ
たが、記録した場面が同じであったり、また、同じと思っていても違う場
面であったりと、それぞれが報告する中で学生の中で様々な気づきがあっ
たようである。一人の学生が、ある女児が遊んでいる姿をエピソードとし
て報告した。その際、発表が終わった後に、他の学生から「A子ちゃんは、
その前に○○○って言ってたんだよ。だからあの姿だったと思うよ」とい
う話が出た。それを聞いた学生は「そうだったんだ。自分で見ているだけ
では分からなかった」と話し、そのことをクラス全体のまとめの発表で発
言している。
　河邉は、「保育を見合う」必要性をあげている。日の記録を残すことは、
子どもの志向性を読み取り、今日から明日へつながる保育を意識化するこ
とになる。保育者の援助の必然性を子どもの姿に求めることによって、子
どもの体験が分断されない保育が展開されることにつながる。その一方で、
子ども理解がいつも適切であるとは限らず、援助の方向が子どもの志向性
とズレることもある。しかしそのような場合も、子ども理解とそれを根拠
とした援助の反省を記録に書き残していることによって、「ズレ」を知覚
し、修正することができるとし、自分自身でズレを認識できない場合は、
学年の話し合いや園内研究会において仲間の保育者で保育記録を検討する
ことを提案している。（5）
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　まさに、授業内の報告会での学生同士の会話には、その「ズレ」を知覚
し、修正していく過程が見えた。観察して記録を書けばよいということで
なく、観察する中で自分が見ていた子どもの理解が、他の違う視点では他
の解釈になっていたと気がつくことができたのである。今回報告会を行い、
この「ズレ」を学生自身が実体験できたことは大きな収穫であった。
5．今後の課題
　保育観察をお願いした園に、後日アンケートをおくり、今回の保育観察
で用いた「遊びの環境・遊びマップ」に関しての意見を聞いた。アンケー
トをお願いした15園中14園がアンケート回収、「遊びの環境・遊びマップ」
に関して記述のあった園は12園であった。（他2園は未記入）　アンケート
から今後の教職実践演習での保育観察の課題が見えてきた。
　まず、保育を観察力に関しては、学生はもちろん現場の保育者も観察力
というものは必要であると、園側も感じているということがわかった。今
回の学生の記録を観察した園に後日送ったものを現場の保育者に見せ、保
育の役に立ったとの回答もあった。また、以下のように学生が「遊びの環
境・遊びマップ」を用いた観察記録を書くことに理解を示す園からの回答
もあった。
◦「遊びの環境・遊びマップ」は見やすく、書くことにより視覚が広が
る。
◦遊びマップを書いて、このようなかかわり方をすれば、子ども一人
ひとりをよく見て、子どもをより深く理解することができ、継続的
な保育者のかかわり方もはっきり見えてくる。この方法は就職して
からもぜひ実践してほしい。
　一方では、以下のように観察する方法の難しさ、観察した記録の活用方
法に課題があるのではないかという内容も見られた。
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◦子どもとかかわらずに観察に徹することは実際には難しく、園側に
も保育者の人員の確保が難しい。
◦保育者が振り返るには分かりやすい記述だと思うが、子どもたちは
日々活動している中で様々な経験をしているので、記述の一部だけ
がすべてでない事を把握しなければならない。
　そして、他には保育における環境づくりの重要性も多くあげている。
◦保育の中での環境とは、私たち保育するものも含めての「環境」だ
と考えている。保育者が「安心・安全」を担保することによって遊
びの環境が広がる。
◦園内環境（マップ）をよく観察することで、子どもの行動を把握で
き、その後の予想ができる。
　観察園の中には、この教職実践演習の保育観察を実習と捉え、実習なの
だから子どもとかかわらないで観察するという方法は違うのではないかと
いう意見もあった。また、子どもの遊びにかかわらず、メモをとって観察
だけしているという姿に違和感を持つ園もあったことがアンケートから見
えた。
　教職実践演習での保育観察の意義は、観察園側にも前もって文書で伝え
ているが、それだけでは本学が考える、学生に保育観察させる意図が伝わ
らず、現場サイドとの共通理解の必要性をより感じる結果となった。保育
現場では、幼稚園教育実習を終えてから、教職実践演習という授業がある
ことはあまり認識されておらず、教職実践演習の在り方を現場サイドにも
伝えていくことが今後の大きな課題となった。
　今回、4月から現場で働くことになっている学生がほとんどであり、保育
者としての意識を持ちながらの保育観察であったため、子どもの姿、保育
129
教職実践演習の授業展開に関する研究
者の動きを一枚の環境図を用いて書くことに困難を感じながらも、保育の
全体像を把握することの重要性を強く感じた学生が多かったようである。
4年生の後期という時期だからこそ、今回の保育観察は意味があったもの
であったと強く感じる。　
第3章　授業内容に関するアンケートと結果
　最後の授業の時に、授業内容に関するアンケート（無記名）を実施した。
アンケートの内容は、15回の中で、どの授業内容が一番印象に残っている
か、または4月からの職場においてすぐに役立つ内容であるかについての
質問で、当てはまる項目にチェックを入れるというものである。複数回答
が可能とした。また、最後に自由記述欄も設けており、自由に授業に対す
る要望等を書いてもらった。
　受講生102名のうち、アンケートの回収は、99部（実施当日欠席者3名）
であった。
□外部講師（一般教員）による講演
□外部講師（管理職）による講演
□特別授業（12月実施、たまご先生）
□保育観察（観察成果発表も含む）
□危機管理について
□保護者対応（ロールプレイ手法による）について
□幼保連携型認定こども園教育・保育要領のキーワードについて
□その他
　アンケートにおいて、以上のようなチェックリストを作成した。
　アンケートの結果は、以下の通りであった。
　チェックが一番多かったのは、都築先生（通称、たまご先生）による特
別授業で、80名であった。次にチェックが多かったのは、外部講師（一般
教員）による講演で、66名であった。三番目にチェックが多かったのは、
ロールプレイ手法を用いた保護者対応についてで、53名であった。
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順位 授業内容 学生数
1 特別授業（たまご先生） ８０名
2 外部講師（一般教員）による講話 ６６名
3 保護者対応のロールプレイについて ５3名
4 危機管理について 2９名
５ 保育観察 2８名
６ 外部講師（管理職）による講話 22名
７ 幼保連携型認定こども園教育・保育要領 2０名
　次に、自由記述欄より、いろいろな意見が記載されていたので幾つかを
抜粋したい。
1．外部講師による講話について
　外部講師による講話は、11月と12月
に2回実施された。どちらも小学校教
育コースと合同で開催し、11月は、一
般教員による講話で、小学校教諭によ
る講話と幼稚園教諭による2名の講師
を招聘した。2名ともに主任クラスの
教職経験の長い教員で、失敗談を交え
具体的な内容を聴かせて頂いた。また、12月には、校長及び園長である管
理職の教員の立場から、学校運営を含めた教師像について、昨今の学校を
取り巻く状況について講話をして頂いた。
アンケートからの抜粋
◦ゲストスピーカーによる講話は、幼稚園の園長先生はもちろん、小学
校の先生の話を聞くことができ、保育について自分の視野が広がっ
たように感じた。
◦実際に働いている人の話は現実感があり、これから働く自分のモチ
ベーションを上げることができた。
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◦講師による講話は、今年度のように設けると良いと思った。実際に
現場にいる方の話を聞くことで、保育の現状を知ることができると
ともに、私たちに足りないものを知ることができ、今から何をして
いけばよいかが明確になった。
◦11月のゲストスピーカーによる講話は、保育者だけではなく教師側
の意見も役に立った。何より先生方からエネルギーを感じ、理想の
教師像が見られた。
2．たまご先生による特別授業について
　園行事について学ぶことと同時に保
育技術の習得を目的として、はくおう
幼稚園で実際に行った「親子レクレー
ション」の指導の様子を、たまご先生
に再現してもらい、保育者、保護者と
幼児が関わり合う場面を学生たちが体
験した。
アンケートからの抜粋
◦たまご先生の授業では、身体を動かして楽しむゲームをたくさん提
供していただいたり、たまご先生の振る舞いから子どもたちへの関
わり方を学んだりと、多くの収穫がありました。
◦この授業を通し、普段あまり交流のない人とも関わることが出来ま
した。手をつないだり、スキンシップがある事により、色々な人と
関わる事が出来、とても嬉しく思います。そしてたまご先生の「技」
を見習いたいと感じました。
3．保育観察について
　受け入れの幼稚園側が「保育観察」の意義について、充分に理解されて
いなかったことで、アンケートにも大学と幼稚園との連携がうまく取れて
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いなかったという意見が多くあった。一方で、少数ではあるが、「保育観
察」は意味があったと評価している学生の意見もあったことも事実である。
今後は、最終学年における「保育観察」の意義を理解して頂けるように、
引き続き幼稚園側に働きかけていく必要がある。
アンケートからの抜粋
◦保育観察をしたことで、もう一度子どもたちの姿に目を配る大切さ
や、どのように観察したらいいのか学ぶことができた。グループで
の発表を行うことで、自分の見えていなかった点にも気づかされた。
良い経験になった。
◦実習を終了してから保育観察を行うことは、現場の仕事内容や子ど
もの発達をある程度理解しているからこそ改めて気付くこともあっ
て有意義な経験になるかと思いましたが、実習先がその目的を理解
しておらず、単なるボランティアになってしまった節がありました。
4．保護者対応のロールプレイについて
　TT体制を取り入れることで、幼稚園教諭としての教職経験のある教員
が担当した。その結果、とても有益な授業が展開できたと思われる。アン
ケートの結果にその成果が現れている。
アンケートからの抜粋
◦教職経験のある先生からの保護者対応の講義は、これから自分の身
に起こるかもしれないことだったので、事前に考えることが出来た
し、他の人の意見を聞くことが出来て勉強になりました。
◦私が就職するにあたって不安に思っていた保護者への対応の授業は
様々な対応の形が見られてとても為になりました。
第4章　保護者対応のためのロールプレイ
1．子育て支援に関する保護者対応
　平成20年、幼稚園教育要領と保育所保育指針の改訂が行われ、保育現場
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の子育て支援について明確に記載された。幼稚園教育要領では、第3章 第
2 教育課程に係る教育時間の終了後等に行う教育活動などの留意事項の
中に、子育て支援について書かれている。核家族化なども伴い、子育て支
援を必要とする社会に変化している近年、地域での支援センターのような
役目を幼稚園、保育所がさらに担っていくことが期待される。
　その中で、4月から保育現場で働く4年生の学生の多くは、保護者とのか
かわりに関して多くの不安を抱えている。保育に関してクレームが来るの
ではないか、保護者とうまくコミュニケーションがとれるのだろうか、子
ども同士のトラブルをどのように保護者に伝えたらよいのか、保護者は自
分の保育を理解してくれるのだろうか、など、子育て支援を率先して行っ
ていく以前に、保護者対応に関しての悩みが表に出てきている現状がある。
筆者自身もそうであったが、保護者対応に関しては、カウンセリングの方
法や保護者対応について理論的な事は大学で学んだが、果たしてそれが実
際の保育の現場で活用できていたかというのは疑問が残る。実際に保護者
は様々であり、保護者によって対応の仕方も同じではない。実際に現場で
保護者とかかわりながら、保護者対応のノウハウを培ってきた。相手の話
を傾聴する、相手の思いをくみ取る、一緒に考えていく姿勢を持つなど、
保護者対応に必要である対応策は机上の上で学び、頭では理解しているは
ずだが、実際の現場のその時の状況に置かれると、全く保護者対応のノウ
ハウを使うことができず、戸惑ってしまう。
　そこでこの教職実践演習では、実際に保護者対応の仕方をロールプレイ
ング・心理劇※（以下、本論文では「ロールプレイ」とする）で行うこと
で、保護者対応の在り方などを実践形式で学ぶこと2週にわたり行った。
実践を通して保護者対応への苦手意識が少なくなることも期待された。
　※ロールプレイング・心理劇は「劇化」あるいは「役割演技」などの名称で
1960 年頃から広く教育現場で活用されてきた教育方法である。近年、教員（保育者）
養成においても有効な学習方法として注目を集めており、新しい科目「教職実践演
習」や「保育実践演習」においても、その活用が期待されている。（6）
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2．保護者対応のロールプレイまでの流れ
　保護者対応は、幼稚園、保育所もほぼ毎日行われている。保護者とのつ
ながりがより深くなると考えられるのは行事ではないだろうか。そこで、
学生には行事の意味や、どのような行事があるのか、その行事に保護者は
どのようにかかわっているのかと、講義を行った。そして、保護者のある
行事に関してのクレーム事例を取り上げ、まず学生一人ずつ、自分が保育
者であったらどのように話していくのか、保護者の対応方法を考え、文に
書き出す作業を行う。
　今回用いた事例は以下の通りである。
◦生活発表会で孫の発表している姿を見ていた祖母が、孫のAが隣の
子Bからちょっかいを出されているところを目撃する。
◦発表会の帰り、祖母がビデオばかり取っていた母親に、Aがいじめら
れているようだから先生にビデオを見せて話をきいてくるように、
と話す。
◦次の週の朝、母親がビデオを持って担任に話をしに行く。
※上記は、事例の内容を要約したものである。
　まず、この事例を読んだ学生から「これは困った。どうしよう」という
声が出る。始めは自分一人で対応策を考えていくが、「先に謝ったほうがい
いのか」「持ってきたビデオはすぐ見るべきか」「最初の一言をなんと言え
ば良いか」など、すぐに対応策を書き出す姿は少なく、記入用紙を前に戸
惑っている姿が多かった。
　10分ほど時間を与え、書き終えたところで、そのメモを持ち、５人グルー
プになる。５人グループ内でそれぞれに①から⑤まで番号をつけ、筆者が
役割にあたる番号を読み上げ、演じる役を５人の中で振り分ける。役割は、
A・B・母親・祖母・保育者とする。
　ロールプレイを行う舞台は、教室内でグループごとに机や椅子を動かし
て動きやすい空間を作る。祖母から、母親がAのいじめを聞いた場面は、車
の中という記述であったため、椅子を4つ前後に並べ、車中の空間を作っ
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たグループもある。また、生活発表会の場面を再現したグループは、教室
の前方にある教壇を用いて、リアルな生活発表会を表現したグループもあ
る。
　ロールプレイ実践では、本来なら５人全員が保育者役になり、保護者と
の対応を実践できることが理想であったが、限られた授業時間内であった
ため、今回は3回のローププレイを行った。初回のローププレイでは、ま
だ劇をする、芝居をするということが恥ずかしく、お互いに笑ってしまう
場面が見られ、真剣に対応するべき保育者がはにかみながら母親と話す姿
があった。しかし2回、3回と役割を変えて行っていくうちに、それぞれ
が役割を真剣に演じるようになり、プラスアルファの演技、例えば、保育
者と話した後、母親が家に帰り祖母に報告をする場面などが目立ってくる
ようになる。保育者役の学生も落ち着いた対応をとるようになり、５人が
しっかりとローププレイを演じていた。
3．ロールプレイ後の取り組み 
　3回ロールプレイを行った後、それぞれA・B・母親・祖母・保育者が、
発表会前・発表会中・発表会後の時間経過の中でどのような感情を抱いて
いたのか、グループごとに話し合い、記入用紙に書き込む作業を行う。感
情の記述は詳しく書くのではなく、瞬時に感じた感情を言葉で表現して書
き込むこととした。中には、祖母からAについて聞かされた時の母親の感
情を「知らなかった。ショック」と書いたり、祖母からいじめの指摘を受
けたAの感情を「わかっちゃった。どうしよう」と書いたりするグループ
もあった。15の感情を言葉で書き込む作業は20分ほど設け、グループごと
にそれぞれ話し合って書き込んでいった。実際にそれぞれの役割を取った
ことで、その役の気持ちを思い浮かべることができ、「自分が母親をやった
時はね、～な気持ちだったよ」とその時の感情を素直に表現する姿も見ら
れる。役割を通して、いろいろな視点が育つこともローププレイを行う上
で得られるものであるといえる。
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　各グループが考えた後、それぞれの感情をグループの代表が順番に発表
する。他のグループがどのような感情を書き込んだか、時にその感情に感
心したり、つい笑ってしまったりする場面もある。事例を読むだけでは、
それぞれの感情を考えて記入することは難しい。実際に役割を取ることで、
それぞれの役割の感情を素直に表現することが可能になるといえる。そし
て、それぞれの感情をお互いの意見を聞きながら整理することで、相手は
どのような気持ちで話していたのか、どのような気持からの行動だったの
かが理解できるようになる。
4．今後の課題
　この授業の最後には、もう一度、自分が保育者であったらどのように話
していくのか、改めて文章で書き出す作業を行う。ロールプレイをした後、
そして仲間とそれぞれの役割の感情を考えた後ということで、より具体的
に保護者との対応方法を話し言葉として書く姿が見られた。「保護者とのや
り取りがイメージとして持てた」と話す学生の姿もあった。やはり、保育
現場を想定したロールプレイでは、学生自身の保育者像をより具体化する
ことにつながり、机上の学びだけでない、実践的な学びができたようであ
る。しかしこの学びは、幼稚園実習という経験を終えた今だからこそ、現
場の様子がある程度把握することができ、より具体的な保育のイメージを
持つことにつながったといえるのではないだろうか。
　保護者対応にはこれが答えという正解やマニュアルはない。今後の課題
としては、それぞれの学生が考えた保護者との会話の進め方を今一度、発
表などを通して整理するという過程を入れることがあげられる。保護者対
応に正解がないことは学生自身も感じていることではあると思われるが、
自らが考える保護者対応での指標を一つ持つことができれば、現場に出て
いくにあたって不安な気持ちが少なくなるのではないか。
　4年生の教職実践演習では、保育者の質を向上させるために、具体的な
保育現場で出会う課題をロールプレイなどの教育方法を用いての実践的な
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取り組みを行うことで、より充実した授業形態ができるのと強く感じる。
おわりに
　本年度の教職実践演習は、教員2人が授業を担当する形態、ティーム・
ティーチング（TT）を用いた。お互いに専門の分野での教授を行い、オム
ニバス形式で授業を展開した。保育現場経験者の教員を入れたことで、よ
り実践的なことを用い、授業を進めたことは学生にとってもより現場の空
気感に触れることができ、実りの多いものであったと感じる。
　しかし、課題の多い科目であることは言えるだろう。2章で述べた保育
観察においては、まだ2年目の取り組みということで多くの課題が残った。
すでに述べているが、本学の保育観察の趣旨が協力いただいた園に充分に
伝わっていない状況があった。今回、本大学附属園での保育観察も考えら
れたが、学生数が100名を超える大人数であったため、小山市内の私立幼稚
園15園にお願いすることとなった。今後の課題としては、保育観察受け入
れ園へ趣旨を丁寧に伝え、理解を仰ぎ連携を取っていく。保育観察におい
ては、アンケートにもいくつかあげられていたが、1ヶ月間の幼稚園実習
が終わった学生にとっては、観察園に一日、そして実費で行くということ
で、負担があったと思われる。今後は保育観察の一方法として、1ヶ月間
行った実習園での1日の保育観察が可能であれば、学生の心的な負担は軽
減されることが予想される。また、保育観察という内容では、視聴覚教材
を活用して子ども姿を読み取ったり、考察を深めたりことができるのでは
ないだろうか。
　4章の課題としてもあげたが、4年生の教職実践演習では、保育者の質
を向上させるために、具体的な保育現場で出会う課題をロールプレイなど
の教育方法を用いての実践的な取り組みを行うことが有効であると今回の
授業を通して感じたことである。今後も卒業して保育現場に巣立つ学生が
実りある学びができるように、この教職実践演習の授業を柔軟に考えてい
くことが望まれる。
五十嵐敦子・土橋久美子
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